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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はDNA結合転写因子であり、核ホルモン受容体のNR1サブファミリーに属します。このタンパク質の具体的な機能は不明ですが、マウスにおける類似遺伝子の研究では、この遺伝子がリンパ器官形成に必須であり、胸腺形成において重要な調節的役割を果たす可能性があることが示されています。さらに、マウスにおける研究では、この遺伝子によってコードされるタンパク質がFasリガンドおよびIL-2の発現を阻害する可能性が示唆されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：オーファン核受容体,類似性：核ホルモン受容体ファミリーに属する,類似性：核ホルモン受容体ファミリーNR1サブファミリーに属する,類似性：核受容体DNA結合ドメインを1つ含む,組織特異性：骨格筋で高発現する
	研究分野
	シグナル伝達、成長因子/ホルモン、ホルモン、エピジェネティクスと核シグナル伝達、核シグナル伝達経路、核受容体、コルチコイド、転写、転写因子、神経科学、発達
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	RORG抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRORGペプチドでブロッキングされている。
	

	RORG 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	RORγウサギポリクローナル抗体（1:1000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析（4℃、一晩）。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）
	

	1：500に希釈したRORγポリクローナル抗体を用いた各種細胞のウエスタンブロット解析。

